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ゴミについて考えよう

すてればふえるゴミ

▲

・約３０年でゴミを捨てる場所がなくなるという課題をもつ

どうすればゴミをへらせるかな？

▲

・ゴミを減らすことができる方法（３Ｒ）を知る

ごみを分けてみよう

▲

・ゴミが可燃ゴミ、不燃ゴミ、資源ゴミにわけられることを知る

ゴミをへらそう大作戦①

▲

・古紙のリサイクルを行い、自分たちにできることを考える

ゴミをへらそう大作戦②

▲
・カンのリサイクルを行い、資源ゴミについて考える

ゴミをへらそう大作戦③

▲

・トレーやペットボトルを回収する時の出し方を学習する

ゴミをへらそう大作戦④

▲

・生ゴミで堆肥づくりを行い、生ゴミもリサイクルできることを知る

ゴミをへらそう大作戦⑤

▲

・ゴミを処理するにはどこへ持って行った

らいいか考える

ゴミをへらそう大作戦⑥

▲

・リデュースというゴミの減らし方について

考える

学習を終えて

▲
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活用のポイント

活 動 例

このページでは、区内のゴミの量を知り、現在と同じ量のゴミを 区に住む人が出し続けれ23
ば、約30年でゴミを捨てる場所がなくなるという事実を知った上で、一人一人がどうすればよい

かを考えさせたい。

○ゴミ集積所の写真を見

て、江東区でどのぐら

いのゴミが出ているか

を考える。

・区内でどのぐらいのゴ

ミの量を出しているの

か？

○「江東区で集めたゴミ

の量の変化」の資料を

見てゴミの量を知る。

・数年間のゴミの量の変

化は、どうなっている

か？

○ゴミがどこに捨てられ

ているかを考える。

・ゴミは、どこへ捨てら

れているのか？

○最終処分場が中央防波

堤埋め立て処分場に捨

てられることを知る。

ゴミを捨てられる限界

があることを理解し、

自分達がどうすればよ

いかを考える。

・ルーは、何に困ってい

るか。

・一人一人がどうすれば

よいのか。

留意点

・ルーの吹き出しの「３０年後にはなくなってしまうんだって 」。

現状のままで捨てると３０年後であるが、変化する場合が考えられるので、清掃事務所など

▲

に尋ねてみる必要がある。
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活用のポイント

活 動 例

このページでは、前ページで持った課題をどうすれば解決できるか一人一人が考えたことを発

表し合い、ゴミを減らせる方法（３R）の重要性について理解させたい。

○前のページで考えたこ

とを発表し合う。

・考えたことを発表す

る。

○ゴミを減らす方法とし

て３つの があるこR
とを知り、特にリデュ

ースの大切さに気付

く。

「 」「 」・ 作らない 売らない

「買わない」のキーワ

ードから、自分たちの

生活でできることを考

える。

R R○３つの を３

（スリーアール）という

ことを理解する。

資 料

・最近では、リフューズ： （不必要なものを買わない、使わない）を加え、４ 運動も盛Refuse R
んである。
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活用のポイント

活 動 例

このページでは、児童がページに描かれているゴミを可燃ゴミ、不燃ゴミ、資源ゴミの３つに

、 、分けたり その他のゴミがどこに分けられるかを考えたりしてゴミの分別に興味や関心を持たせ

実践していこうとする気持ちを育てていく。その際、清掃事務所と連携して体験学習を行い、更

に実践への意欲を高めるようにしたい。

○ページに描かれている

ものやその他のゴミを

３つのゴミに分ける。

・このページに描かれて

いるゴミ以外に、どん

なものがあるか？

・それは、どこに含まれ

るか？

○分けたゴミについて発

表し合う。

○「ゴミと資源の正しい

分け方・出し方」を参

考に確かめ、ゴミを減

らすために自分ができ

ることを考える。

・どうすればゴミを減ら

すことができるか？

資 料

・清掃事務所との体験学習

内容…清掃車の構造、分別体験、ゴミに関するビデオ、質疑応答

tel 3644-6216 tel 3683-0316江東区清掃事務所 潮見庁舎 亀戸庁舎

・参考資料「ゴミと資源の正しい分け方・出し方」は、江東区役所清掃リサイクル課が発行して

いる。

tel 3647-9181江東区清掃リサイクル課
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活用のポイント

活 動 例

このページから始まる「ゴミをへらそう大作戦」では、ゴミを減らす体験活動を取り入れ、減

らす方法や理由などを児童一人一人が理解し取り組む力をつけさせたい。まず、身近な古紙を取

り上げ古紙にはどのようなものがあるか、またそれをリサイクルする方法や理由、身近にできる

取り組みについて理解させ実践の意欲を高めさせたい。

○身近な生活にある古紙

に目を向け、どのよう

なものが古紙かを知

る。

○古紙をリサイクルする

方法を知り、リサイク

ルする理由を考え、発

表し合う。

○３つの利点を知り、こ

んなこともできるよ！

を読み、実践する。
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活用のポイント

活 動 例

このページでは、身近なカンのリサイクルの仕方や理由について知り 『１週間でどのくらい、

集まるかな？』の表を活用し、カンのリサイクルに興味や関心を持って実践していこうとする気

持ちを育てていきたい。

○身近な生活にあるカン

に目を向け、アルミカ

ンとスチールカンがあ

ることを知る。

・アルミカンとスチール

カンは、どう見分ける

か？

○カンのリサイクルで注

意することを知る。

○カンをリサイクルする

、 。理由を考え 発表する

・リサの吹き出しの意味

を取り上げる。

○１週間でどのぐらいの

カンが家庭から出てい

るか調べ、資源ごみと

して出す実践を行う。

資 料
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活用のポイント

活 動 例

このページでは、生鮮食品を買うとついてくることの多いトレーがリサイクルするとどのよう

な物に変わるのかを学習させる。また、トレーやペットボトルを回収する時に知っていると便利

な、トレー分けの仕方やペットボトルの回収する時の出し方を学習させる。日常生活で頻繁に使

用するものなので、知識として「わかる」だけでなく、実践として「できる」ようにしたい。

○トレーをとかしてべつ

の物に作りかえて使わ

れていることを知る。

・トレーがどんな物に

変わっていくのかを

知っていますか？

・トレーには見るとマ

ークが描いてありま

す。お店によって集

めているマークがち

がうので気をつけよ

う。

・ペットボトルを回収し

ている所に持っていく

時には、どんなことに

気をつけることが大切

です。

・家庭や学校にあるトレ

ーを分けたり、ペット

ボトルを回収しやすい

ように直したりしまし

ょう。

○実際にトレーのマーク

を確認して分けたり、

ペットボトルを回収し

やすいように直したり

する。

資 料

＜ペットボトル＞

ペットボトルでは、キャップはリサイクルできない。回収する時にキャップをはずすのは、そ

のためである。
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活用のポイント

活 動 例

このページでは、生ゴミをたいひにする作り方を学習する。家庭や学校の給食などで出る生ゴ

ミをたいひに変え、野菜や草花を育てることで、野菜くずなどの生ゴミがリサイクルされること

を理解させたい。家庭や学校で実際にできることなので、家庭や学校、学年、グループ、栽培委

員会など、実践させてみるとよい。

○材料の確認をする。

作り方を①～⑧の順に

確認する。

・どんなものを使う

と生ゴミからたいひを

作ることができるので

しょうか？

・材料と作り方を絵を見

て確認しましょう。

○実際に材料を準備し、

作り方の順序にしたが

ってたいひを作る。

・先ず、必要な材料を集

めましょう。

・ は、夏や作り方の④⑥

冬など、季節によって

ちがうので注意しまし

ょう。

・たいひを作る時には、

においが出ることがあ

るので、作る場所に気

をつけましょう。

資 料

＜生ゴミ＞

生ゴミには、野菜くずのほかに、魚の骨や残飯なども入ります。水分をしっかり切ったり、細

かくできる物は細かくする。そのことで、においが出にくくなったり、たいひになる日数を減ら

したりすることにつながる。
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活用のポイント

活 動 例

このページでは、リサイクルできる物をどこに持っていけばよいかを理解させる。コンビニエ

ンスストアやスーパーマーケットなどのほかにも、酒店や学校でも回収している物がいろいろあ

ることを理解させたい。そして、リサイクルできる物を回収場所に持っていき、積極的にリサイ

クル活動に取り組めるような態度を育てたい。

○牛乳パック、古新聞、

カン、ビールビン、ペ

ットボトル、トレーを

回収するときにどこに

持っていけばよいかを

考える。

・ふだん使い終わったら

どうしてるかな？

・学校、コンビニやスー

パー、酒店で集めてい

る所はないかな？

○牛乳パックから順番に

線を指でなぞって、ど

こに持っていけばよい

かを確かめる。

・今まで集めていること

を知らなかった場所が

あるかな？

・自分たちの学校や周り

のお店についても確か

めてみよう。

資 料

＜回収場所＞

回収してくれる場所は、ほかにもいろいろある。区などの行政が回収している物もある。回収

場所のほかに、回収日や回収品目も調べてみるとよい。
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活用のポイント

活 動 例

このページでは、リデュースについて学習させる。リデュースは、３Ｒの中でも特に大切であ

る。不必要な物を買ったり、もらったりしないようにする意識を育てたい。

家庭や学校での食事の時に、食べ残しをしないことや物を大切に使うこともリデュースになる

ことを確認したい。

○絵を見てリデュースに

はどのようなことがあ

るかを知る。

・絵を見てリデュースに

はどのようなことがあ

るかを確認してくださ

い。

○自分がどのようなリデ

ュースができているか

を確認し、チェック表

に書く。

・自分がどのくらいリデ

ュースできているかを

確認し、家庭と学校で

自分書いてみよう？

・自分は、買わなくても

よかった物を買った

り、もらわなくてもよ

かった物をもらったり

していなかったです

か？

資 料

＜不必要な物はもらわない＞

、 、レジ袋をもらわないようにするために スーパーマーケットや商店街などで買い物をする時に

レジ袋のお金をもらっている区もある。自分で買い物袋を持って行くようになると、ゴミになる

物を減らすことにつながる。
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活用のポイント

活 動 例

このページでは 「ゴミについて考えよう」の学習を終えてのまとめをさせる。学習を終えた、

、 。「 」感想をもたせ これからもやっていきたいことをはっきりさせたい がんばりチェックカード

を活用し、１週間後、１ヶ月後、１年後と定期的に見直しをして、継続して実践させていくこと

が大切である。

○ゴミについての学習を

終えての感想書く。

・学習をしてよかったこ

とはありますか？

・もっと学習してみたい

ことがありますか？

○これからもつづけてや

っていきたいことを、

がんばりチェックカー

ドに書く。

・やっていきたいことが

思いつきましたか？思

いつかない時は、参考

例を読んでみましょ

う。

資 料

＜ゴミ箱の工夫＞

不必要なゴミを減らすために、再利用できる紙のゴミ、燃やすゴミ、燃やさないゴミと、分別

を細かく実施している学校もある。また、不必要なゴミを減らすためにごみ箱の数を減らしてい

る学校もある。


